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研究の説明  

【意義】本研究では、有用な抗がん剤の開発を目的に、抗体医薬の創製に向けた基礎的な

研究を行っている。この抗体医薬の抗がん活性の評価系の開発には、ヒト由来の末梢血単

核球を用いた評価が必要不可欠である。 

【目的】献血による血液製剤調製の際に不要となる白血球分画を有効活用し、がんに対す

る抗体医薬の殺細胞効果を確認することで、抗体を用いたバイオ医薬候補分子の抗がん活

性を評価することを目的とする。 

【方法】1 試験管内でのがん細胞に対する殺細胞効果の検討 

末梢血の白血球画分に含まれる単核球を分離して、がん細胞とバイオ医薬候補分子とを

混合することで、がん細胞が死滅するかどうかの実験をする。具体的には、あらかじめ培

養皿を使って培養したがん細胞株（注：通常、体の中にあるがん細胞は、体外に取り出す

ことで死滅するが、培養液を使って細胞を生きたまま扱うことが出来る場合がある。この

ような特殊な条件で生きられる細胞を、実験的に利用しやすい形に変化させたものを細胞

株と呼ぶ）に対して、単核球と、抗体医薬の候補分子を同時に添加する。添加後のがん細

胞の細胞死を、細胞内に存在する酵素（タンパク質）の量を測定することで、どれぐらい

の細胞が死滅したかを評価する。 

2 動物モデルを利用した抗がん活性の評価 

ヒトがん細胞が移植可能な特殊な動物（マウス）にヒトがん細胞株を移植することで作

製したがん発症モデル動物に対する抗体医薬シーズの抗がん活性を評価する。具体的に

は、免疫不全マウスに対して、ヒトがん細胞株と単核球を混合した細胞集団を、マウスの

皮下に移植する。移植時に、抗体医薬の候補分子を投与することでがん細胞の生着の程度

の変化を観察し、抗がん活性を評価する。 

【予測される当該研究の結果】有用性が明らかになった抗体医薬候補は、将来的に抗がん

剤として利用される可能性があり、医療への貢献が期待される。 

【血液の廃棄と保管法】研究期間終了後の残存試料等は破棄する。 
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